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※本資料内において、金額は表示単位未満の端数を切捨て、パーセンテージ(%)は小数点以下第２位を四捨五入、

ポイント(P)は四捨五入後のパーセンテージをそのまま差し引きしております。また、当社は15日締めにつき、月の範囲は

16日～15日となります。例えば、6月は5月16日～6月15日となります。

＜ 免責事項 ＞

この資料に掲載しております当社の計画及び業績の見通し、戦略などは発表日時
点において把握できる情報から得られた当社の経営判断に基づいております。あくまで
も将来の予想であり、下記に掲げております様々なリスクや不確定要素により、実際の
業績と大きく異なる可能性がございますことを、予めご承知おきくださいますようお願い
申し上げます。

天変地異／市場における価格競争の激化／事業環境を取り巻く経済動向の変動
／資本市場における相場の大幅な変動／その他の様々な不確定要素
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決 算 概 要
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連結業績サマリー

’18 ’19 増減 増減率

売 上 高 78,482 84,649 + 6,167 + 7.9%

売 上 総 利 益 18,766 20,542 + 1,776 + 9.5%

（ 売 上 総 利 益 率 ） (23.9%) (24.3%) (+0.4P) －

販 管 費 17,997 20,111 + 2,114 + 11.7%

（ 販 管 費 比 率 ） (22.9%) (23.8%) (+0.9P) －

営 業 利 益 768 430 △ 337 △ 44.0%

（ 営 業 利 益 率 ） (1.0%) (0.5%) (△0.5P) －

経 常 利 益 774 448 △ 326 △ 42.1%

（ 経 常 利 益 率 ） (1.0%) (0.5%) (△0.5P) －

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
149 29 △ 120 △ 80.4%

（ 純 利 益 率 ） (0.2%) (0.0%) (△0.2P) －

（単位：百万円）
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決 算 詳 細
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0

500

'15 '16 '17 '18 '19

売上高

店舗数

売上高(及び国内店舗数)

増 収
846億

784億

218店

202店

・純増16店舗（出店22店舗、退店6店舗）
・経営効率化の観点で6店舗退店
①サツドラ田家店
②サツドラ苫小牧弥生店
③サツドラ洞爺湖温泉店（インバウンドフォーマット）
④サツドラ苫小牧日新町店
⑤サツドラ室蘭高砂店
⑥サツドラ旭川花咲店

積極出店などにより

対前期＋61億円

(億円) (店舗)

変則決算により

’17は15ヶ月
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純減1店舗の計9店舗により売上高は横ばい

売上高(業態別)

0

500

'18 '19

705
(83.3%)

92
(11.0%)

656
(83.7%)

87
(11.1%)

<売上高>
※括弧内は売上高構成比

784億

846億
▼ドラッグストア(ＯＴＣ)

▼イ ン バ ウ ン ド フ ォ ー マ ッ ト

▼調 剤

▼そ の 他（ 子 会 社 ）

32(4.1%) 31(3.7%)

純増7店舗（計29店舗）により増収

既存店堅調、純増8店舗（計179店舗）により増収

純増1店舗で計10店舗になったが、OTC併設調剤が

8(1.1%) 17(2.0%)

＜ 対前期 +48億円 (△0.4P) ＞

＜ 対前期 +5億円 (△0.1P) ＞

＜ 対前期 ±0億円 (△0.4P) ＞

＜ 対前期 +8億円 (+0.9P) ＞

台湾での売上高は伸び悩んだものの、

※店舗数に北海道くらし百貨店含む

但し、退店5店舗の影響などで構成比は微減

(億円)

但し、北海道胆振東部地震の影響などで構成比は横ばい

店舗数増加などにより増収
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業態別売上高(月別)

90%

100%

110%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

全店
既存店

(前期比)

既存店累計

102.0%

全店累計

107.1%

90%

100%

110%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

(前期比)

80%

90%

100%

110%

120%

130%

140%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

(前期比)

▼全業態 ※ドラッグストア、インバウンドフォーマット、調剤薬局など

▽ドラッグストア(OTC)

▽インバウンドフォーマット

既存店累計

103.2%

全店累計

107.7%

既存店累計

94.4%

全店累計

105.6%

7月度は西日本豪雨の影響や前年の猛暑

の反動で既存店は前年を下回ったものの、

8月度以降は堅調に推移し、

既存店累計は103.2%と伸長。

9月度以降、北海道胆振東部地震の影響や

客単価低下で既存店は前年を下回った。

復興割りや春節で一時的に前年を上回った

ものの既存店累計94.4%と前年割れ。

※分析のコメントは、主な業態である

ドラッグストアとインバウンドフォーマットの

２つに分け、以下に記載。
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90%
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

<客単価>

累計101.7%

※ 月にバラつきはあるものの前年を上回った

<1人あたり買上点数>

累計102.4%

90%

100%

110%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

90%

100%

110%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

客数・客単価(月別)

<客数>

累計101.5%

※ 月にバラつきはあるものの累計では前年を上回った

※ポイント施策､サツ安超プライスなどにより上昇

▽ドラッグストア(OTC) 既存店前年比

<買上商品単価>

※ サツ安超プライスが支持されている

累計99.4%

西日本豪雨及び前年の猛暑の反動減
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80%
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

<客単価>

累計93.2%

※訪日外国人の旅行消費額が下がっている影響

<1人あたり買上点数>

累計95.5%
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

80%

90%

100%

110%

120%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

客数・客単価(月別)

<客数>
累計101.3%

※ 9月以降は回復に転じたが、震災、中国EC法、

※旅行消費額低下、中華圏の客数構成比低下などが影響

▽インバウンドフォーマット 既存店前年比

<買上商品単価>

※ 1月以降は中国EC法の影響なども影響

累計97.6%

北海道胆振東部地震

復興割り・春節

早期雪解けの影響等で鈍化
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23.0%

24.0%

25.0%
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'15 '16 '17 '18 '19

売上総利益

売上総利益率 205億

187億

24.3%

23.9%

売上総利益

増 益
売上総利益率は

対前期＋0.4Pの24.3%

(億円)

変則決算により

’17は15ヶ月

(率)
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商品分類別構成

0

500

'18 '19

0%

23%

'18 '19

152
(18.0%)

179
(21.2%)

155
(18.3%)

295
(34.9%)

143
(18.3%)

172
(22.0%)

144
(18.5%)

269
(34.4%)

<売上高> <相乗積>

△0.3P 6.6% 6.5%

6.6%6.7%

3.4% 3.4%

5.1% 5.5%

※括弧内は売上高構成比

23.9% 24.3%

784億

846億

ヘルスケアとビューティケアは、インバウンドフォーマットが低調に推移したことで相乗積は

それぞれ0.1P低下したものの、フードは価格見直しなどの商品政策により0.4P上昇。

△0.8P

△0.2P

+0.5P

△0.1P

△0.1P

±0.0P

＋0.4P

31 (4.1%) 31 (3.7%)△0.4P
1.3%

1.4% △0.1P

＋1.2P21 (2.7%) 32 (3.9%) 1.1%0.8% ＋0.3P

(億円)

ヘルスケア

ビューティケア

ホームケア

フード

調 剤
その他

(率)
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販 管 費

21.0%

22.0%

23.0%

24.0%

25.0%

0

100

200

'15 '16 '17 '18 '19

販管費

販管費比率

(億円)

変則決算により

’17は15ヶ月

201億

179億

23.8%

22.9%

増 加
販管費比率は

対前期＋0.9Pの23.8%

(率)
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販管費内訳

0

100

200

'18 '19

▼人 件 費

179億

201億

80
(10.3%)

45
(5.8%)

18
(2.4%)

35
(4.5%)

89
(10.6%)

51
(6.1%)

19
(2.3%)

40
(4.7%)

▼不 動 産 費

▼販売促進費

▼その他経費

＜ 対前期 +0.3P ＞

従業員数増加や業容拡大に伴う採用費増加

+0.3P

＋0.3P

△0.1P

＋0.2P

<販管費>
※括弧内は売上高構成比(販管費比率)

(億円)

＜ 対前期 +0.3P ＞

積極出店のほか、本社移転に伴う閉店店舗の

償却期間の短縮等により地代家賃、減価償却費増加

＜ 対前期 △0.1P ＞

ほぼ前期並み

＜ 対前期 +0.2P ＞

積極出店や情報インフラ整備に伴う消耗品増加のほか、

キャッシュレス増加に伴う手数料増加など
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業 績 予 想
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業績予想(通期)

’19 ’20 増減 増減率

売 上 高 84,649 92,000 + 7,350 + 8.7%

売 上 総 利 益 20,542 22,500 + 1,957 + 9.5%

（ 売 上 総 利 益 率 ） (24.3%) (24.5%) (+0.2P) －

販 管 費 20,111 22,150 + 2,038 + 10.1%

（ 販 管 費 比 率 ） (23.8%) (24.1%) (+0.3P) －

営 業 利 益 430 350 △ 80 △ 18.7%

（ 営 業 利 益 率 ） (0.5%) (0.4%) (△0.1P) －

経 常 利 益 448 400 △ 48 △ 10.9%

（ 経 常 利 益 率 ） (0.5%) (0.4%) (△0.1P) －

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
29 100 + 70 + 240.0%

（ 純 利 益 率 ） (0.0%) (0.1%) (+0.1P) －

（単位：百万円）
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業績予想の前提

901 19
売 上 高

売 上 総 利 益

販 管 費

ドラッグストア既存店102.6%、新規出店20店舗、改装10店舗、退店3店舗

グループ会社主に店舗売上分

└

217 8

前期同等の売上総利益率24.1%└

102 人件費(11.1%)：SaaS事業への先行投資などにより対前期＋0.5P

57 不動産費(6.2%)：積極的な新規出店、改装により対前期＋0.1P

21

41

920億円

225億円

221億円 販売促進費(2.3%)：ほぼ前期並みの対前期±0.0P

その他経費(4.5%)：電力会社の契約見直しなどにより対前期△0.2P

括弧内は売上高構成比
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成 長 戦 略
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目標数値【ビジョン2020】

連結売上高：1,000億円

連結経常利益：30億円

ＲＯＥ：10％以上

【中期経営計画】
対象期間：2 0 1 7 年 5 月期～2 0 2 1 年 5月期
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【アジェンダ】

サツドラグループの現状

・成長戦略と組織戦略の進捗とトピックス

・新しい企業文化の醸成
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サツドラグループ概要

リテール/チェーンストア（toC）

ドラッグストア事業

卸・商品開発事業

マーケティング（toB）

共通ポイント事業/地域マーケティング事業

インバウンドマーケティング事業

エネルギー事業

決済サービス事業

IT/テクノロジー（toB）

AIソリューション開発事業 POSシステム開発事業

サービス関連（toC）

教育関連事業

北海道くらし百貨店事業

フィットネス事業

その他
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対象
事業

ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ事業(OTC)

調剤事業

ドラッグストア事業（インバウンド）

地域マーケティング事業

インバウンドマーケティング事業

AIソリューション開発事業

POSシステム開発事業

北海道くらし百貨店事業

海外事業戦略

＜サツドラグループが狙うマーケット＞

北海道
（リージョナル）

日本
（ナショナル）

アジア
（グローバル）

※ここでは中国、台湾、香港、韓国、
タイ、マレーシア、ベトナムを指す

教育関連事業

道内から日本全国の他都府県への事業展開、
海外も含めた成長市場への早期参入によるシェア獲得を目指す
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＜サツドラグループの成長の方向性＞

すべての事業は「サツドラ」と「北海道」からスタートし、そこで育てたものを商品化。
それらをよりマーケットの大きいところへ外販・輸出することで成長を目指している
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店舗の
アップデート

地域戦略の
推進×

成長のための重点ポイント

サツドラという「店舗」と北海道という「地域」を活かす
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北海道の深堀り

第1創業期からここまで大きく育ててきた

DgS事業と地域マーケティング事業を、

北海道と言うフィールドは変えずに、さらに進化させること

次の成長への基盤づくり

第2創業期では、上記に加え、

そこで培ったノウハウをテコに日本全国・アジアに向け、

事業を大きく展開させるための準備を行うこと

【中 期 経 営 計 画 テ ー マ 】

「北海道の深堀りと次の成長への基盤づくり」
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【成長戦略】
① 強固なリージョナル･チェーンストアづくり
② リージョナル・プラットフォームづくり
③ アジアン・グローバルへの発信
④ デジタルトランスフォーメーションの推進

【組織戦略】
① 活躍しつづける人材育成
② 多様性のある組織づくり

【中 期 経 営 計 画 】

◆ 中 期 経 営 計 画

「北海道の深堀りと次の成長への基盤づくり」
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＜北海道の流通市場規模＞

DgS業態のみ継続して規模拡大。業種の壁を越えたシェア争いが起こっている。
（サツドラの食品の売上構成比は40%近い）

2,135 2,112 2,049 2,010 2,006

7,644 7,532 7,494 7,583 7,651

5,248 5,420 5,523 5,628 5,710

1,432 1,353 1,368 1,412 1,437

1,317 1,311 1,301 1,300 1,337

2,098 2,237 2,402 2,526 2,624

19,874 19,965 20,136 20,459 20,766

10.6%
11.2%

11.9% 12.3% 12.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%
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2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

百貨店

スーパー

コンビニ

家電

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ

DgS

折れ線
DgSのシェア

（単位：億円）

出典：経済産業省北海道経済産業局 管内経済概況（平成31年4月16日公表）
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Health＆Beauty
を核とした「生活便利ストア」

小商圏における
収益モデル店舗確立

核商品づくり
(自社開発商品など)

お客さまのより近くへ！

＜店舗コンセプト ＞

① 強 固 な リ ー ジ ョ ナ ル ･ チ ェ ー ン ス ト ア づ く り

品揃え強化
(冷凍食品・アパレル・日用消耗品)
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’18 4Q ’19 4Q 増減

道内店舗数
（うちインバウンド店舗数）

186
（17）

193
(21)

+7
（+4）

道外店舗数
（うちインバウンド店舗数）

5
（5）

11
(8)

+6
（+3）

海外店舗数 3 5 +2

調剤薬局数 ９ 10 +1

北海道くらし百貨店 2 4 +2

合計
（うちインバウンド店舗数）

205
（22）

223
(29)

+18
（+7）

＜店舗数の状況＞

① 強 固 な リ ー ジ ョ ナ ル ･ チ ェ ー ン ス ト ア づ く り
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フォーマット
‘19

計画数
‘19

実績数

ドラッグストア 11 11

インバウンド 5 8

北海道くらし百貨店 1 2

調剤薬局 0 1

海外（台湾） 4 3

合 計 21 25

21店舗の出店計画に対し25店舗の実績

① 強 固 な リ ー ジ ョ ナ ル ･ チ ェ ー ン ス ト ア づ く り

＜ 2019年5月期出店計画数および4Q実績 ＞

’20
計画数

8

8

1

0

3

20
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＜サツドラリブランディング＞

ブ ラ ン デ ィ ン グ デ ザ イ ン の 第 一 人 者
西 澤 明 洋 氏
（ エ イ ト ブ ラ ン デ ィ ン グ デ ザ イ ン 代 表 ）

S U P P O S E  D E S I G N  O F F I C E
谷 尻 誠 、 吉 田 愛
（ 建 築 家 ）

① 強 固 な リ ー ジ ョ ナ ル ･ チ ェ ー ン ス ト ア づ く り
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① 強 固 な リ ー ジ ョ ナ ル ･ チ ェ ー ン ス ト ア づ く り

デザインを武器にリブランディングを推進。

店舗
PB商品

（飲料・食品・日用消耗品）

わ た し の 「 い つ も 」 に ち ょ う ど い い 日 本 の 健 康 を 買 い や す く

PB商品
（医薬品・健康食品）

北 海 道 の 「 い つ も 」 を 楽 し く

99店舗 約140SKU 約15SKU

＜サツドラリブランディング＞
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① 強 固 な リ ー ジ ョ ナ ル ･ チ ェ ー ン ス ト ア づ く り

＜ 「サツドラICHIBA」出店＞

ドラッグストアと食品スーパーが融合した店舗２店舗を12月に出店。
取り扱うのは青果/鮮魚/惣菜/精肉で、３社がコンセッショナリー方式で出店。
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① 強 固 な リ ー ジ ョ ナ ル ･ チ ェ ー ン ス ト ア づ く り

＜基幹業務システムの内製化＞

業務改善を推し進める基盤として、分散するデータを「サツドラダッシュ！」にまとめ、
新たな基幹業務システムとして構築し、業務の効率化・スピードUPを図る

Web TAURUS

その他パッケージ

マスタ管理

発注

仕入

返品

店間移動

たな卸し

自動発注･･･

各種業務システム･･･

サツドラダッシュ！
（新・基幹システム）

※メリットがあれば
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① 強 固 な リ ー ジ ョ ナ ル ･ チ ェ ー ン ス ト ア づ く り

＜作業システム7改革の実行＞
この2年間でドラッグストア事業全体で削減に取り組む店舗業務を設定。

全社一丸となって”ひとりでに儲かる店舗作り”を推進する。

№ 作業一覧 人時数 方向性

1 仕分け作業の削減 100.0
なくす

（極限まで減らす）

2 返品作業の削減 25.0
極限まで減らす

（店舗は商品を集める⇒発送のみ）

3 伝票処理の削減 18.0 なくす

4 電話一時応対の廃止 16.5 なくす

5
入金・両替による

外出行動の廃止
11.0 なくす

6 面接作業の削減 不定期
極限まで減らす

（立会い/受け入れのみ）

7
労働時間基準

ストアコンディションガイドライン
ー 継続して数値化し、メンテナンス
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【成長戦略】
① 強固なリージョナル･チェーンストアづくり
② リージョナル・プラットフォームづくり
③ アジアン・グローバルへの発信
④ デジタルトランスフォーメーションの推進

【組織戦略】
① 活躍しつづける人材育成
② 多様性のある組織づくり

【中 期 経 営 計 画 】

◆ 中 期 経 営 計 画

「北海道の深堀りと次の成長への基盤づくり」
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② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

＜地域共通ポイントカード「EZOCA」＞

会員数
2019年6月末現在

180万人超

提携企業/店舗数
2019年6月末現在

120社698店舗

地 域 有 力 企 業 が 加 盟
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105

126

142

164

179

120.0%

112.9% 115.5%
108.9%

0%

50%

100%

150%

200%

0

50

100

150

200

2015年04月 2016年04月 2017年04月 2018年04月 2019年04月

万

EZOCA会員数（枚/人） 伸長率

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

＜「EZOCA」会員数＞

サービス開始以降、順調に会員数が伸長。
世帯普及率57％、北海道民の3人に1人が所有する共通ポイントカードへと成長

（単位：万人） （単位：％）
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368億円

530億円

＜「EZOCA」関与売上＞

関与売上1000億円がみえるほどまでに成長。
特にサツドラ以外の提携店の獲得、関与売上の増加が成長要因となっている。

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

374

484

529

663

911

2.2% 3.0% 3.0%

17.5%

35.8%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

0

200

400

600

800

1,000

2015年01月 2016年01月 2017年01月 2018年01月 2019年01月

関与売上 SDS以外関与売上比率

（単位：億円） （単位：％）
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368億円

530億円

＜モバイル決済経済圏の拡大＞

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り
③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信

シ ャ オ ミ 端 末

・ ・ ・ ・ ・ ・

延べ導入店舗数3,000店舗超
モバイル決済経済圏の確立

192企業/1,625端末 119企業/969端末

52企業/568端末33企業/290端末

「WeChat Pay」に加え、北海道企業初 ALIPAYとパートナー契約締結。
端末を活用し、国内QR決済事業者との提携も積極推進。
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14

19

15

1
2

0

10

20

30

40

2018年04月 2019年04月

億

WeChatPay ALIPAY LINE PAY PayPay

＜モバイル決済関与売上の拡大＞

ALIPAY,国内モバイル決済など、ブランド拡充により前年比2.6倍の関与売上。
昨今の国内「PAY」の乱立も引き続き追い風となっている。

2.6倍

（単位：億円）

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り
③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信
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＜北海道内プラットフォームの拡大＞

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り
③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信

EZOCAやモバイル決済の基盤拡大により、
さまざまな業態、規模、消費形態に関与し、着実に道内のプラットフォームを確立

コミュニティ/ファン（熱量） 道内有力企業（さまざまな業態）

インバウンド消費 モバイル決済＆小規模店

生活インフラ

約180万人

698店舗

約2,500店舗
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＜モバイル決済経済圏の道外への拡大＞

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り
③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信

現在ではリテールのノウハウを持ったモバイル決済のアクワイアラとして、
北海道以外の日本全国の都市に導入企業を拡大中

RMが導入する全モバイル決済アプリの導入先比率

北海道内

約70％
北海道以外

約30％
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リージョナル・プラットフォームづくり

【事例①】
地域で事業/プラットフォームを

「自ら作る」
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368億円

530億円

＜教育関連事業の立上げ＞

北海道から日本の将来を支える人材を創り、
将来のグループ人材の確保と地域創生を実現する。

現在小学生向けのプログラミングスクールを3校開校中（大通/屯田/函館）

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

教育事業
5本の柱

1.プログラミング事業
「D-SCHOOL北海道」

2.語学学校

3.リカレント学習事業 ４.人材派遣事業

5.コワーキング事業
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＜健康プラットフォーム化構想＞

地域におけるプレゼンスの向上を図り、店舗が将来の地域・市民の健康を担う
（地域包括ケアへの関係性強化/併設調剤促進/EZOCA健康ポイント/IT企業連携）

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

かかりつけ医
医療機関

医療機関A

医療機関B

在宅訪問

処方箋

かかりつけ薬局/薬剤師

・ケアマネージャー
・栄養士

受診

受診

受診

連携

・看護師
・訪問看護ステーション

地域包括ケア
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＜フィットネス事業「smartway」を展開＞

パーソナルトレーニングジムブランド「スマートウェイ」をサツドラ屯田店内にオープン。
「健康」を軸に商品とサービスの往来、シナジー創出を狙う

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

健康を促すモノ健康を促すコト
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＜ HTBとのパートナーシップ協定締結＞

メディアとメディカルを通じた新たなるメディカルプラットフォームの構築や、
地域における医療・ 保健・福祉への貢献を目的としたパートナーシップ協定を締結

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

リージョナル・マスメディカル・プラットフォーム

リソースのコンバージェンス

“メディカルとマスメディアを通じた医療のハブ化”

サツドラグループのリソース

道内店舗
（約200店舗） 管理栄養士 調剤店舗

(併設店舗含め約20店舗）
薬剤師

EZOCA会員
（178万人超）

AIソリューション

のリソース医ＴＶ

医ＴＶアプリ 医Pedia

市民交流プラザ
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＜「健康ハブステーション」化、健康軸でのバリュー創出＞

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

病院/施設など

運動
社会課題

取組

メディア
連携

自治体
連携

イベント

医療連携
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リージョナル・プラットフォームづくり

【事例②】
地域の事業/プラットフォームを

「外に広げる（売る）」
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＜北海道くらし百貨店＞

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

札幌ノルベサ（2017年6月）

新千歳空港（2018年8月）

沖縄国際通り（2017年11月）

新たに新千歳空港、ららぽーと柏の葉の2店舗をオープン、合計4店舗を出店。
直近は都心（東京駅/新宿駅）のポップアップショップで実績作り、都心進出を図る。

ららぽーと柏の葉（2019年3月）
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リージョナル・プラットフォームづくり

【事例③】
地域の事業/プラットフォームと

「つなげる」
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＜どさんこしまんちゅプロジェクト発足＞

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

単なる地域間の連携に留まらず、両者が持つポテンシャルを活かし
社会問題を解決する「日本の地域創生モデル」の構築を目指す

１ 地域連携

２ 観光

３ IT

４ 人材

５ 物流

プロジェクト会員企業/賛助会員

強固な地域経済基盤

観光立国の先進地域

地域物流網の構築

市民生活におけるテクノロジー実装

人生100年時代の生き方/働き方

日本の地域創生モデルの構築
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＜どさんこしまんちゅフォーラムの開催＞

② リ ー ジ ョ ナ ル ・ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム づ く り

北海道、東京、沖縄と場所を変えながら定期的にフォーラムを開催
地域の有力企業の参加のよる実践・実行力を伴った「地方創生モデル」構築を目指す
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【成長戦略】
① 強固なリージョナル･チェーンストアづくり
② リージョナル・プラットフォームづくり
③ アジアン・グローバルへの発信
④ デジタルトランスフォーメーションの推進

【組織戦略】
① 活躍しつづける人材育成
② 多様性のある組織づくり

【中 期 経 営 計 画 】

◆ 中 期 経 営 計 画

「北海道の深堀りと次の成長への基盤づくり」
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③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信

北海道の強みである観光資源を活かし、インバウンド市場が拡大中

622

836

1,036

1,341

1,974

2,404

2,869

3,119

4,000

57 79 115 154
208 230 279

500

9.2% 9.5%

11.1% 11.5%
10.5%

9.6% 9.7%

12.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

0
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2,500

3,000

3,500

4,000

4,500
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（単位：万人）

◆訪日外国人眼光客数推移（目標値含む）

2020年は日本全体で4000万人の目標
北海道では500万人（12.5%）の目標を掲げる

出典：JNTO（日本政府観光局）「訪日外客統計」
観光庁「宿泊旅行統計調査」「訪日外国人消費動向調査」

◆北海道倶知安町（ニセコ）の地価上昇率全国1位

◆その他データ
・訪問者数:全国8位
・外国人の1人1回あたり旅行消費金額:全国1位
・訪日外国人宿泊者数:全国第3位

出典：訪日ラボ「北海道のインバウンド需要」より引用

商業地
58.8%上昇
（全国1位）

住宅地
50.0%上昇
（全国1位）
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③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信

札幌

小樽

千歳

函館

ニセコ

洞爺湖

登別

阿寒湖

旭川

■ 道外出店：8店舗

東京/奈良/京都/福岡/沖縄×4

※店舗数は2019年5月15日

■ 北海道内：29店舗

■ 海外出店：6店舗（台湾）

インバウントフォーマットの出店加速、観光立地に積極的に出店

＜インバウンド対応の推進（toC） ＞

海外富裕層向けリゾート地

観光客宿泊地、買物導線

中国人に人気のツアー観光地

道外へ
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③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信

＜ViVi Night in Taipei Autumn & Winter＞

№１女性ファッション誌「ViVi」と台湾でイベントを開催予定。
メーカー接点、台湾サツドラ連携、VISIT MARKETINGの機能を最大限活用

【運営体制】
実行委員会（予定）
サッポロドラッグストアー/Payke/講談社

協力：青文出版
後援：TAITRA（台湾貿易センター）
運営：株式会社 STARBASE
制作：B‐in
出演：ViViモデル10名(全員予定)

台湾モデル5～6名
アーティスト
∟日本 MACO
∟台湾 現在調整中

【実施概要】
日程：2019年11月16（土）
会場：Legacy MAX(新光三越）
収容人数：1500人程度
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③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信

「面」で訪日客向けの環境を構築

◆登別洞爺広域観光圏協議会(3市4町)と連携

◆登別・洞爺湖２地区 「道南バス」と実証実験開始 ◆自動販売機における「WeChat Pay」
決済サービス実現・開始

訪日外国人観光客の交通利便性向上のための
「チケット購入システム」

訪日外国人観光客に向けたインフラ提供

＜地域や店、企業とのモバイル決済環境づくりの推進＞

加盟店舗や端末数の拡大のみならず、地域や企業と組んで、
交通手段等インフラの環境構築も推進している
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③ ア ジ ア ン ・ グ ロ ー バ ル へ の 発 信

＜リージョナルマーケティング琉球の設立＞

モバイル決済の営業から導入、マーケティング支援までのノウハウを拡大
琉球インタラクティブ社と合弁で沖縄での地域マーケティング事業を開始

・インバウンド商材、サービス
・マーケティングノウハウ

・地域のコネクション
・既存事業（ネットサービス）の強み

60％ 40％

会員企業同士
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【成長戦略】
① 強固なリージョナル･チェーンストアづくり
② リージョナル・プラットフォームづくり
③ アジアン・グローバルへの発信
④ デジタルトランスフォーメーションの推進

【組織戦略】
① 活躍しつづける人材育成
② 多様性のある組織づくり

【中 期 経 営 計 画 】

◆ 中 期 経 営 計 画

「北海道の深堀りと次の成長への基盤づくり」
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＜デジタルトランスフォーメーションの課題と背景＞

一般企業

IT企業
一般企業

IT企業

アメリカ 日本

・amazonは社員の半数、ウォルマートは2千人以上が技術者
・経営がデジタルの力を理解、明確なIT戦略

・IT企業の大半がSIer
・経営のデジタルに対する理解が薄い

企業
経営

現場

開発
IT

業務

企業
経営

現場

開発
IT

業務

SIer

相互理解、一体化
無関心、相互不理解、人任せ

アメリカ 日本

・攻めのIT、カスタマーファースト思考
・新しいビジネスモデル創出

・守りのIT投資、レガシーファースト思考
・業務効率化、コスト削減

IT技術者
の所属

IT戦略
の遂行体制

結果
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デジタル戦略立案

AIソリューション開発
リアルタイムクラウドPOS開発

＜デジタルトランスフォーメーション推進体制の構築＞

外部連携/共同研究、
オープンイノベーションの取組み

店舗におけるデータ活用
メーカー共同マーケティング

リテールIT基盤構築
クラウド化推奨体制

CTO配置

外部連携/協業 外部連携/協業
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＜ ITによるオペレーション創造＞

社内オペレーション作業効率化のためにIT活用を積極的に推進。
本部・店舗間のコミュニケーションや災害を受けての危機管理対策も進める

④ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進

◆導入例
・i-phone携帯
・全店、本部へのコミュニケーションツール導入（WOW TALK)
・TV会議システムの導入
・事業部のIT困りごと相談の受入れ「ITよろず相談会」の開催
・諸業務のペーパレス化も進行
・グループ報の電子化
・安否確認システム導入
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＜GRIT WORKS実績＞

サツドラで鍛え上げたクラウドPOSを製品化し、大手チェーンへ導入開始
変化の多い業界の状況を追い風に、GRIT POSのデファクト化を目指す

④ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進

OMO（Online Merger

Offline）の実現

多様なマーケティング展開

業務改善の推進

ハード依存からの脱却

クラウド化による
リアルタイム性

・ホームセンター
・50店舗超

・外食チェーン
・500店舗超

・ファストフード
・50店舗超
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＜AWL分社化、リテール向けAIソリューション事業へ＞

AI業界のコモディティ化を見据え、AI人材育成事業、受託開発事業を売却。
“サツドラ”をはじめとする小売/チェーンストアの現場に支持されるソリューション作り

④ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進

2016年6月

2019年3月

リテール向け
AIソリューション事業

創業

AI人材育成事業

受託開発事業
分社化

SaaS

グループ

従業員数：70名

従業員数：60名

2017年6月

サツドラグループ入り

従業員数：10名

事業譲渡社名変更

AI人材育成事業

受託開発事業
AIソリューション事業
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＜AWLのAIソリューション＞

日本及び東南アジアのチェーンストアにおいて、AIカメラソリューションを確立し、
№１シェアの獲得、社会の進化に貢献する

④ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進

店内カメラ
Awl Vision(仮)

従業員働き方最適化
(シフト調整)

・総合力（多機能)
・全店導入を見据えた割安な料金体系

性別、年齢判別
動線チェック
棚位置の自動判定

レジ、品出しなど作業実績
をカメラを通じて取得し、生
産性が最大化するよう、最
適なシフトを自動で作成

映像検索、接客支援、
不審者検知、怪しい行動特
定、マルチデバイス、遠隔操作、
ダッシュボード

マーケティング
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＜ AIカメラの導入を開始＞

月寒西１条店を実験店に54＋34台の合計88台のAIカメラを導入
店内データの収集とデータ活用による分析・判断に活用

④ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進

CONFIDENTIAL 4

AIカメラデータ活用例
・実来店顧客の把握
・顧客導線調査
・レイアウト変更効果測定
・メーカー販促物、施策効果測定
・欠品検知PoC

■メディア掲載
・東洋経済新報社
『AI店舗の衝撃 「ドラッグ『異端児』の新機軸」』

（https://premium.toyokeizai.net/articles/-/20556）

・国際商業
「サツドラホールディングスが試すデジタルマーケティングの可能性」

（https://kokusaishogyo-online.jp/2019/06/25412）

https://premium.toyokeizai.net/articles/-/20556
https://kokusaishogyo-online.jp/2019/06/25412
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＜グローバル人材（エンジニア）の積極採用＞

世界的なIT人材不足を鑑み、積極的なエンジニアの採用活動を実施
インドジョブフェア参加など着実に優秀なグローバルな人材を確保

AI HOKKADO LABは41人中21名、51.2％の外国人比率となる予定。

④ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進

AI HOKKAIDO LAB AWL VIETNAM
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＜グループ戦略としてのIT化/DXの推進＞

第4次産業革命や将来のマクロ環境の影響（人口減少等）に対応すべく、
IT化を積極的に進め、デジタルトランスフォーメーションを推進

④ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進

AI カメラデータの
マーケティング活用

リアルタイムPOSによる
データ化＆活用（分析）

基幹データクラウド化による
業務改善、省力化

売上 配送 勤怠

購買の瞬間をデータ化

従業員 顧客

現場
現場の今をデータ化

など

セミセルフレジの導入による
レジ業務時間の短縮

効果が見込める店舗へ
随時導入（現5店舗）

iPod端末を導入による
商品期限チェック工数大幅削減

IT化

デジタル
トランスフォーメーション

（DX)
全店に導入済

・決済手段
・併売商品
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＜店舗のWEB化とメディア化の推進、共同研究＞

カメラをはじめ、様々な方法で小売店のカスタマージャーニーを可視化
メーカー共同でのデータの利活用を通じ店舗の売上向上、業務効率化を図る

④ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 推 進

顧客 来店前（店外） 来店（店内）

・性別/年齢

きっかけ
づくり

商品/店舗
検索

・通過率
・店内導線

来店後

入店
店内
回遊

立寄り
/接触

購入
/退店

利用
継続

・立ち寄り率
・滞在時間

・購買データ ・顧客ID
・リピート率

・視聴率
・性別/年齢
・志向性/カテゴライズ

協業メーカーにデータを開示し、
共同で研究・実験

Googleデータ活用
（YouTube販促,O2O施策）

ID-POS
活用

EZOCA
活用

AIカメラデータの活用
AI技術の開発
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デジタル戦略立案

AIソリューション開発
リアルタイムクラウドPOS開発

＜デジタルトランスフォーメーション推進体制の構築＞

外部連携/共同研究、
オープンイノベーションの取組み

店舗におけるデータ活用
メーカー共同マーケティング

リテールIT基盤構築
クラウド化推奨体制

CTO配置

外部連携/協業 外部連携/協業

再掲
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＜ソリューションの外販＞

小売向け
AIソリューション

リアルタイム
クラウドPOS

クラウド
基幹システム

・ソリューション
・商品
・ノウハウ

サツドラという「店舗」の現場やチェーンストアという「規模」に耐えうる
ソリューション・システム開発を実現し、全国のチェーントアへの外販を目指す。
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＜サツドラグループの成長の方向性＞

すべての事業は「サツドラ」と「北海道」からスタートし、そこで育てたものを商品化。
それらをよりマーケットの大きいところへ外販・輸出することで成長を目指している

再掲
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強固なリージョナル・
チェーンストアづくり

リージョナル・プラット
フォームづくり

アジアン・グローバル
への発信

デジタルトランスフォー
メーションの推進

＜成長戦略マトリクス＞

グループ会社の資産をフル活用し、戦略を実行していく
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【成長戦略】
① 強固なリージョナル･チェーンストアづくり
② リージョナル・プラットフォームづくり
③ アジアン・グローバルへの発信
④ デジタルトランスフォーメーションの推進

【組織戦略】
① 活躍しつづける人材育成
② 多様性のある組織づくり

【中 期 経 営 計 画 】

◆ 中 期 経 営 計 画

「北海道の深堀りと次の成長への基盤づくり」
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＜人材育成と多様性への対応＞

企業と個人の「相互選択」時代の取組み、「サツドラらしさ」の追求

人
材
育
成

多
様
性
対
応

サツドラアワード開催 評価制度の改定モチベーションクラウドの採用

サツドラジョブスタイルスタート ビジネスカジュアル採用 働き方に関する各表彰受賞 グループ報「つなぐ。」の創刊

① 活躍しつづける人材育成
② 多様性のある組織づくり



78

＜サツドラ本社及びインキュベーションオフィスの新設＞

【３階】
サツドラグループ本社
（2020年8月）

【２階】
インキュベーションオフィス

（2020年8月）

【１階】
サツドラ北８条店・調剤薬局

（2020年5月）

2020年8月移転予定

① 活躍しつづける人材育成
② 多様性のある組織づくり
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【アジェンダ】

サツドラグループの現状

・成長戦略と組織戦略の進捗とトピックス

・新しい企業文化の醸成
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サツドラホールディングス
ミッション・ビジョン・バリュー・行動指針

広報ブログ 紹介ムービー
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今は第２創業期
次の成長に向けて



ご清聴ありがとうございました。
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